
 

  

大和都市計画地区計画の変更  

（桜井市決定） 
 

大 和 都 市 計 画大 福 地 区 地 区 計 画 ( 桜 井 市 決 定 ) を次 の よ う に 変 更 する 。  

 

名    称  大 福 地 区 地 区 計 画  

位    置  桜 井 市 大 字 大 福 の 一 部  

面    積  約 1 9 . 9 ㏊  

地 区 計 画 の 目 標  

本 地 区 は 、 近 鉄 大 阪 線 大 福 駅 の 北 西 約 1 ㎞ に 位 置 し 、 地 区 中 心 部 を 横 断 す る 都 市 計 画 道 路 中 和 幹 線 は 県 中 和 地

域 の 東 西 の 骨 格 と な る 地 域 高 規 格 道 路 と し て 位 置 づ け ら れ て お り 、 交 通 利 便 性 の 高 い 地 域 で あ る 。  

本 地 区 で は 、 こ の 地 域 特 性 を 活 か し 、 工 場 を 併 設 し た 店 舗 を 含 む 商 業 ・ 集 客 施 設 等 の 誘 致 を 推 進 す る こ と に よ

り 賑 わ い と 活 力 の 創 出 を 目 指 す こ と と す る 。 こ の た め 、 地 区 計 画 の 策 定 に よ り 、 適 正 か つ 合 理 的 な 土 地 利 用 を 誘

導 し 、 健 全 な 都 市 環 境 の 形 成 を 図 り 、 こ れ を 保 持 し て ゆ く こ と を 目 標 と す る 。  
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土 地 利 用 の 方 針  

優 れ た 交 通 条 件 を 活 か し て 周 辺 の 住 環 境 や 自 然 環 境 と の 調 和 に 十 分 留 意 し つ つ 、 工 場 を 併 設 し た 店 舗 を 含 む 商

業 ・ 集 客 施 設 等 の 立 地 誘 導 を 図 り 、 幹 線 道 路 沿 道 に ふ さ わ し い 市 街 地 を 形 成 す る 。 な お 、 地 区 内 の 河 川 や 水 路

( 農 業 用 水 路 ) に つ い て は 、 地 区 外 受 益 地 へ の 導 水 を 講 じ る こ と と す る 。  

地 区 施 設 の 整 備 の 方 針  
本 地 区 の 地 区 施 設 に つ い て は 、 大 規 模 集 客 施 設 の 誘 導 を 図 る こ と を 目 的 に 、 道 路 と 施 設 利 用 者 の 憩 い の 場 と な

る 緑 地 を 計 画 的 に 配 置 す る 。  

建 築 物 等 の 整 備 の 方 針  

 地 域 の 特 性 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 次 の 制 限 を 定 め て 健 全 な 都 市 環 境 の 形 成 を 図 る 。  

① 用 途 の 混 在 に よ る 環 境 の 悪 化 を 防 止 す る た め に 、 建 築 物 の 用 途 の 制 限 を 定 め る 。  

② ゆ と り あ る 市 街 地 環 境 を 形 成 す る と と も に 、 工 場 を 併 設 し た 店 舗 を 含 む 商 業 ・ 集 客 施 設 等 の 立 地 に 対 応 す る た

め に 、 建 築 物 の 敷 地 面 積 の 最 低 限 度 を 定 め る 。  

③ 歩 行 者 へ の 配 慮 と 開 放 感 の あ る 街 並 み 景 観 を 形 成 す る た め に 、 道 路 の 沿 道 に つ い て は 、 壁 面 の 位 置 の 制 限 及 び

壁 面 後 退 区 域 に お け る 工 作 物 の 設 置 の 制 限 を 定 め る 。  

④ 良 好 な 都 市 景 観 を 形 成 す る た め に 、 建 築 物 等 の 形 態 又 は 色 彩 そ の 他 の 制 限 及 び か き 又 は さ く の 構 造 の 制 限 を 定

め る 。  

⑤ 本 地 区 の 緑 化 を 推 進 す る た め 、 中 和 幹 線 、 大 福 新 道 線 及 び 大 福 西 之 宮 6 号 線 沿 い に つ い て は 、 原 則 と し て 緑 地

帯 の 設 置 を 行 う も の と す る 。 ま た 店 舗 に 併 設 す る 作 業 場 の 床 面 積 の 合 計 が 一 定 以 上 を 超 え る 工 場 に つ い て は 、

相 隣 環 境 へ の 影 響 を 緩 和 す る た め 隣 地 境 界 側 に も 緑 地 帯 の 設 置 を 行 う も の と す る 。  
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地 区 の 名 称  大 福 地 区  

地 区 の 面 積  約 1 9 . 9 ㏊  

建 築 物 の 用 途 の  

制 限  

次 に 掲 げ る 建 築 物 は 、 建 築 し て は な ら な い 。  

① 住 宅  

② 共 同 住 宅 、 寄 宿 舎 又 は 下 宿  

③ ホ テ ル 又 は 旅 館 ( 2 階 以 上 の 部 分 を そ の 用 途 に 供 し 、 1 階 の 一 部 を 店 舗 の 用 途 に 供 す る も の を 除 く 。 )  

④ カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス そ の 他 こ れ に 類 す る も の  

⑤ マ ー ジ ャ ン 屋 、 ぱ ち ん こ 屋 、 射 的 場 、 勝 馬 投 票 券 発 売 所 、 場 外 車 券 売 場 そ の 他 こ れ ら に 類 す る も の  

⑥ 建 築 基 準 法 別 表 第 二 （ と ） 項 に 掲 げ る 建 築 物 （ 店 舗 、 飲 食 店 及 び 展 示 場 の 用 途 に 供 す る 部 分 の 床 面 積 の 合 計 が

1 0 , 0 0 0 ㎡ を 超 え る も の 並 び に 店 舗 に 併 設 す る 工 場 （ 同 表 （ る ） 項 第 １ 号 に 掲 げ る 工 場 を 除 く 。 ） で 作 業 場 の 床

面 積 の 合 計 が 5 0 0 ㎡ を 超 え な い も の を 除 く 。 こ の 場 合 に お い て 、 店 舗 の 床 面 積 の 合 計 が 2 0 0 ㎡ 以 上 の と き は 、 本

号 中 「 5 0 0 ㎡ 」 と あ る の は 「 2 , 0 0 0 ㎡ 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。 ）  

建 築 物 の 敷 地 面 積 の  

最 低 限 度  
建 築 物 の 敷 地 面 積 の 最 低 限 度 は 、 3 , 0 0 0 ㎡ と す る 。  

壁 面 の 位 置 の 制 限  

建 築 物 の 外 壁 又 は こ れ に 代 わ る 柱 の 面 か ら 道 路 境 界 線 ま で の 距 離 の 最 低 限 度 は 、 以 下 の と お り と す る 。  

① 中 和 幹 線    1 0 ｍ  

② 大 福 新 道 線     5 ｍ  

③ 大 福 西 之 宮 6 号 線  2 ｍ  

④ そ の 他 の 道 路     1 ｍ  

壁 面 後 退 区 域 に  

お け る 工 作 物 の  

設 置 の 制 限  

壁 面 後 退 区 域 に お け る 工 作 物 の 設 置 の 制 限 に つ い て は 、 次 に 掲 げ る と お り と す る 。  

① 表 示 又 は 掲 出 す る こ と が で き る 屋 外 広 告 物 は 、 自 己 の 用 に 供 す る も の の み と す る  

建 築 物 等 の 形 態  

又 は  

色 彩 そ の 他 の 制 限  

① 建 築 物 の 外 観 の 各 立 面 の 色 彩 は 、 刺 激 的 な 色 彩 や 装 飾 ( 光 又 は 明 か り を 用 い 、 点 滅 す る 装 置 を 含 む 。 ) を 避 け 、 周

辺 の 眺 望 ・ 景 観 と 調 和 す る よ う 配 慮 し た も の と す る 。 外 壁 又 は こ れ に 代 わ る 柱 及 び 屋 根 の 色 は 、 地 区 の 環 境 に 調

和 し た 落 ち 着 い た も の と す る 。  

② 屋 外 広 告 物 は 、 周 辺 の 眺 望 ・ 景 観 と 調 和 す る よ う に 位 置 、 大 き さ 、 設 置 方 法 、 色 彩 等 に 配 慮 し た も の と し 、 中 和

幹 線 沿 い に 関 し て は 別 に 定 め る 中 和 幹 線 屋 外 広 告 物 ガ イ ド ラ イ ン の 内 容 を 遵 守 し 、 建 築 物 の 屋 上 又 は 屋 上 の 工 作

物 に 表 示 又 は 掲 出 し て は な ら な い 。  

か き 又 は さ く の  

構 造 の 制 限  

道 路 境 界 線 側 に か き 又 は さ く を 設 置 す る 場 合 は 、 宅 地 地 盤 面 か ら の 高 さ が 1 . 5 ｍ 以 下 の フ ェ ン ス 、 鉄 柵 等 の 透 視

可 能 な も の で 、 美 観 を 損 ね る お そ れ の な い も の す る 。 た だ し 、 フ ェ ン ス 等 の 下 に 積 む コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 類 の 高

さ は 、 宅 地 地 盤 面 か ら 6 0 ㎝ 以 下 と す る 。 た だ し 、 生 け 垣 は こ の 限 り で な い 。  
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緑 地 帯 の 保 全 に 関 す る

制 限  

中 和 幹 線 、 大 福 新 道 線 及 び 大 福 西 之 宮 6 号 線 に 面 す る 側 に つ い て は 、 原 則 と し て 敷 地 境 界 線 か ら 2 . 0 ｍ 以 上 の 緑 地

帯 を 設 置 す る も の と す る 。 さ ら に 作 業 場 の 床 面 積 の 合 計 が 5 0 0 ㎡ を 超 え る 工 場 に つ い て は 、 隣 地 境 界 に 面 す る 側 に

つ い て も 2 . 0 ｍ 以 上 の 緑 地 帯 （ 中 木 以 上 ※ ） を 設 置 す る も の と す る 。 た だ し 、 本 地 区 に 建 築 さ れ た 建 築 物 へ の 進 入

口 、 車 の 出 入 口 、 歩 道 、 階 段 そ の 他 の 建 築 物 の 付 帯 施 設 、 及 び 消 防 水 利 等 公 共 公 益 の 用 に 供 す る 部 分 は 除 く 。  

※ 桜 井 市 風 致 地 区 条 例 施 行 規 則 第 ６ 条 １ 項 に 規 定 さ れ る 中 木 ( 高 さ が 1 メ ー ト ル 以 上 2 . 5 メ ー ト ル 未 満 の 樹 木 )  
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【桜井市地形図】

平成19年5月　空撮

平成20年5月　測図

1:2,500
凡例

地区計 画及び地区整備計 画の区域

地区整備計 画 ＜ 大福地区＞ [計 画図]

大

福

新

道

線

大

福

新

道

線

大福西 之宮６号線

中和幹 線


	01大福地区計画_計画書（変更）
	02大福地区計画_計画図（変更）

